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３

月

定

例

会

概

要

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。

賛否が分かれた議案等の表決結果
○＝賛成　　●＝反対

　

議

案

番
号　

政新会 敬政会 日本
共産党

ゆきつ
ばき

輝けい
いやま 緑新会       絆

　

議

決

結

果　

髙

橋

達

幸

西

澤

一

彦

山

﨑

一

郎

髙
澤
富
士
子

吉

越

利

明

岸

田

眞

紀

荻

原

章

一

小
林
喜
美
治

山

崎

武

雄

髙

橋

春

三

村

松

正

勝

松

本

淳

一

常

田

徳

子

佐

藤

正

夫

上

松

永

林

渋

川

芳

三
議案等名 会議の

種類

1 令和 6年度飯山市一般会計予算修正案

委員会
※　修正案についての賛否

可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 長 議

長

本会議
※　委員長報告（修正可決）についての賛否

可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ 議

長

1 令和 6年度飯山市一般会計予算修正部分を除く原案 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議
長 可決

21 飯山市組織条例の一部を改正する条例

委員会
※　原案についての賛否 原案否決

※可否同数
委員長採決● ー ● ー 長

● ー ○ ー ○ ー ー ○ ● ー ー ー

本会議
※　委員長報告（原案否決）についての賛否

原案否決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 議

長

会派名
・
議員名

議 案 等 名

 ◆　令和 6年３月定例会で審議された議案等　◆
【予算案10件】
◆令和 6年度一般会計予算・各特別会計予算（7件）・ 
　水道事業、下水道事業会計予算
【補正予算案10件】
◆令和 5年度一般会計補正予算・各特別会計補正予
　算（8件）・水道事業会計補正予算
【条例案14件】
◆飯山市組織条例の一部を改正する条例
◆飯山市行政手続における特定の個人を識別するための
　番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
　特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
◆職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
◆特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関
　する条例の一部を改正する条例
◆飯山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
　する条例の一部を改正する条例
◆飯山市過疎地域における固定資産税の課税免除に
　関する条例の一部を改正する条例
◆飯山市手数料徴収条例の一部を改正する条例
◆飯山市介護保険条例の一部を改正する条例
◆飯山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
　運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例

◆飯山市空家等対策の推進に関する条例の一部を改
　正する条例
◆飯山市水道条例及び飯山市布設工事監督者を設置す
　る水道の布設工事並びに布設工事監督者及び水道技
　術管理者の資格に関する条例の一部を改正する条例
◆下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用
　することに伴う関係条例の整備に関する条例の一
　部を改正する条例
◆飯山市税条例の一部を改正する条例（２件）
【事件案11件】
◆指定管理者の指定について（8件）
◆斑尾辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について
◆富倉辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について
◆専決処分事項の承認を求めることについて
　【令和 5年度一般会計補正予算（第 10号）】
【人事案等3件】
◆教育長の任命に関する同意を求めることについて
◆固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意
　を求めることについて
◆人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ
　とについて ◆令和６年度一般会計予算（修正可決）　修正理由（抜粋）

○令和６年度飯山市一般会計予算のうち、「雪かき支援事業」、「持続可能な集落活動事業」、「誘客宣伝
観光振興事業」、「図書館環境整備事業」及び「インバウンド推進事業」について、下記の理由により修
正する。
１ ｢消防費」中の「雪かき支援事業」について、人件費として１２月１日から３月１０日までの雇用期間
　で計上されているが、当市の根雪になる時期の平均は１２月２０日頃と言われている。支援員の雇用
　を１２月１０日から３月１０日までとする。
２「総務費」中の「持続可能な集落活動事業」に「集落支援員業務委託費」として３名分の予算が計
　上されているが、買い物支援を行う支援員以外の２名については、配置計画、活動内容等全て不明
　確であり、十分な検討がされていない。
３「商工費」中の「誘客宣伝観光振興事業」に、飯山市単独で行うマスコミ懇談会の経費が計上され
　ているが、市単独で開催する必要性、参加者の選定基準が不明確等、実施した場合の効果も含め十
　分な検討がされていない。
４「教育費」中の「図書館環境整備事業」に、絵本の部屋拡充関係の予算が計上されているが、この
　施設を整備する必要性、図書館そのものの将来の見通しについても十分な検討がされていない。
５「商工費」中の「インバウンド推進事業」にトップセールスの旅費が計上されているが、どの様な戦
　略で何をしたいのか行先も含め不明確である。しっかり検討し、内容を詰めたうえで予算要求すべき。

　議案第２１号飯山市組織条例の一部を改正する条例については、総務文教常任委員会の審議において、
賛成・反対それぞれの意見があり(意見の詳細についてはP43)、委員会採決では可否同数であったため、
委員長採決により否決。本会議採決では賛成少数で原案否決となりました。

◆飯山市組織条例の一部を改正する条例（原案否決）

　議案第１号令和６年度一般会計予算審議における予算決算常任委員長報告および、議案第21号飯山
市組織条例の一部を改正する条例の審議における総務文教常任委員長報告に、賛成・反対の立場から
それぞれ討論がありました。

■各委員長報告に対する討論

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
22
日

か
ら
３
月
21
日
ま
で
の
29
日
間

の
日
程
で
開
会
し
、
市
長
か
ら

令
和
６
年
度
予
算
を
は
じ
め
条

例
案
、
事
件
案
、
人
事
案
等
48

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の

審
議
に
お
い
て
２
名
の
議
員
か

ら
、
令
和
６
年
度
飯
山
市
一
般

会
計
予
算
の
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
に

つ
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ

た
議
案
の
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
令
和
６
年
度
飯

山
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
で
修
正
可
決
、

飯
山
市
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
賛
成
少
数
で

原
案
否
決
、
そ
の
他
の
議
案
に

つ
い
て
は
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予算決算委常任委員会審査の様子

常
任
委
員
会
議
案
審
査

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び
意

見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

◎
商
工
観
光
課

　
　
【
誘
客
宣
伝
観
光
振
興
事
業
】
マ
ス

コ
ミ
懇
談
会
委
託
料
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
度
の
状
況
と
令
和
６
年
度
の
予
定

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

５
年
度
は
飯
山
市
単
独
事
業
で
、

大
阪
市
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
繋
が
り
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
業
務
委

託
料
と
し
て
55
万
円
。
６
年
度
も
同
様

に
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答 問

　
　
令
和
５
年
度
の
マ
ス
コ
ミ
懇
談
会

に
は
飯
山
市
か
ら
も
事
業
者
が
参
加
し

て
い
る
が
、
参
加
者
の
選
定
方
法
は
。

　
　

参
加
者
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
委

託
し
た
業
者
が
選
定
し
市
長
が
決
め
た
。

◎
市
民
学
習
支
援
課

　
　
【
図
書
館
環
境
整
備
事
業
】
絵
本

で
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
寄
贈
絵
本

あ
り
き
で
計
画
性
が
な
い
と
感
じ
る
。

　
　
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
は
き
っ
か
け
で
あ

り
、
全
て
で
は
な
い
。

　
　
寄
贈
さ
れ
た
絵
本
は
冊
数
が
多
い

し
、
閉
校
小
学
校
の
図
書
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
今
改

修
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　

現
在
の
絵
本
ス
ペ
ー
ス
を
３
階
に

移
動
し
、
季
節
ご
と
に
入
れ
替
え
し
た

い
。
閉
校
小
学
校
の
図
書
に
つ
い
て
は
具

体
的
に
検
討
し
て
い
な
い
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　
【
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事

業
】
タ
ク
カ
ッ
プ
へ
の
イ
ベ
ン
ト
補
助

金
１
０
０
万
円
の
積
算
根
拠
は
何
か
。

　
　

準
備
や
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
か
か
る

経
費
を
積
み
上
げ
て
、
補
助
金
と
し
て

支
出
し
て
い
る
。

　
　
竹
内
択
さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
で
来
る
よ
う
だ
が
、
タ
ク
カ
ッ
プ
の

扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
タ
ク
カ
ッ
プ
は
従
来
ど
お
り
実
施

す
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
委

託
す
る
経
費
と
は
明
確
に
わ
け
る
と
聞

い
て
い
る
。

問答

◎
企
画
財
政
課

　
　
【
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業
】
ふ

る
さ
と
基
金
の
取
り
崩
し
が
多
い
が
、

予
算
編
成
の
方
針
と
充
当
額
は
ど
の
く

ら
い
か
。

　
　
い
つ
ま
で
も
基
金
に
積
立
て
て
お
く

訳
に
い
か
な
い
。
寄
付
目
的
に
合
わ
せ
充

当
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
予
算
で
は

６
億
円
ほ
ど
充
当
し
て
い
る
。

　
　
寄
付
金
が
減
っ
て
い
る
中
で
も
必

要
な
事
業
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
の
先
の
財
政
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

寄
付
金
に
頼
ら
な
い
予
算
編
成
を

し
た
い
。
長
期
財
政
推
計
で
は
令
和
５

年
度
ベ
ー
ス
で
考
え
て
い
る
が
今
の
寄
付

額
程
度
で
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

◎
事
業
戦
略
課

　
　
【
持
続
可
能
な
集
落
活
動
事
業
】

集
落
支
援
員
に
つ
い
て
、
区
長
会
協
議

会
と
市
の
考
え
が
か
み
合
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　

地
元
に
入
り
込
ん
で
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
む
の
が
集
落
支
援
員
の

役
目
だ
と
考
え
る
。

　
　
飯
山
市
に
は
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、既
に
同
様
の
こ
と
を
所
長
が
行
っ

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
区
長
会
協
議
会
で
視
察
に
行
か
れ

た
が
、
飯
山
市
は
既
に
先
進
地
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
と
の
感
想
が
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
区
長
会
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
た
め
予
算
に
計
上
し
た
。

◎
総
務
課

　
　
【
区
長
行
政
事
務
委
託
事
業
】
新

し
い
集
落
支
援
員
と
の
調
整
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
　
各
区
で
持
っ
て
い
る
諸
課
題
に
つ
い

て
、
支
援
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、

解
決
に
取
り
組
む
。

　
　
区
長
に
対
し
て
支
出
し
て
い
る
現

行
の
行
政
事
務
委
託
料
は
減
額
と
な
る

の
か
。

　
　
新
た
な
集
落
支
援
員
は
地
区
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
が
業
務
で
あ
り
、
直

接
区
長
業
務
が
減
る
も
の
で
は
な
い
た

め
委
託
料
の
減
額
と
は
な
ら
な
い
。

答問 答問答

問

答 問問

問答

問 答答 問

答

問

問

答答

【
議
案
審
議
に
あ
た
り
委
員
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
】　
〔
農
林
課
〕
林
業
振

興
事
務
費
の
70
万
円
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、「
み
ど
り
の
少
年
団
」
等
の

令
和
６
年
度
の
活
動
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
認
め
る
こ
と
と
し
た
の

で
あ
り
、
今
後
財
源
の
あ
り
方
を
再

考
さ
れ
、
集
落
へ
の
丁
寧
な
説
明
と

周
知
を
図
り
、
市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

【
議
案
審
議
に
あ
た
り
委
員
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
】　
新
規
事
業
予
算
案

は
、
十
分
な
検
討
期
間
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
提
出
さ
れ
た
い
。

◎
企
画
財
政
課

　
　
４
月
１
日
施
行
予
定
の
組
織
改
正

提
案
が
な
ぜ
こ
の
時
期
な
の
か
。
い
つ

か
ら
こ
の
条
例
案
を
検
討
し
て
き
た
か
。

　
　
市
長
と
の
協
議
で
危
機
管
理
部
長

を
配
置
す
る
方
針
を
出
し
た
の
が
１
月

頃
。
経
済
部
を
農
林
部
と
商
工
観
光
部

に
わ
け
る
案
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
市

長
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
の
が
１
月
下
旬
。

市
長
と
、
主
に
総
務
部
長
が
協
議
し
、

業
務
を
進
め
て
い
く
た
め
に
部
長
の
配

置
が
必
要
で
あ
る
と
市
長
が
決
め
た
。

　
　

組
織
改
正
が
庁
議
に
も
諮
ら
れ

ず
、
関
係
部
門
に
さ
え
も
説
明
し
て
い

な
い
。
庁
内
の
手
続
き
が
十
分
な
さ
れ

て
い
な
い
の
は
事
実
だ
が
、
市
長
の
思

う
目
的
が
達
成
で
き
る
の
か
心
配
だ
が
。

　
　
職
員
に
設
置
目
的
な
ど
が
十
分
周

知
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
し
っ
か
り
と

周
知
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
２
つ
の
部
を
増
や
す
に
あ
た
り
何

人
職
員
が
増
え
る
の
か
。

　
　
危
機
管
理
部
で
部
長
１
名
増
。
商

工
観
光
部
を
現
行
の
経
済
部
と
考
え
る

と
、
新
た
に
農
林
部
長
を
配
置
す
る
と

い
う
こ
と
で
部
長
が
１
名
増
と
な
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

問答

【
審
議
の
中
で
の
委
員
か
ら
の
意
見
】

○
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
た
め
の
姿

勢
は
必
要
。

○
危
機
管
理
部
は
横
の
つ
な
が
り
を
作

る
上
で
地
位
や
権
限
は
必
要
と
思
う
が
、

農
林
部
と
商
工
観
光
部
に
つ
い
て
は
十

分
な
説
明
が
な
く
不
満
で
あ
る
。

○
危
機
管
理
部
は
、
内
部
の
熟
知
し
た

人
が
専
門
分
野
を
担
う
と
い
う
発
想
は

プ
ラ
ス
だ
と
は
思
う
が
、
部
長
が
増
え

る
だ
け
で
は
心
配
や
不
安
は
あ
る
。

○
組
織
を
改
正
す
る
理
由
や
目
的
は
庁

議
で
十
分
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、

こ
の
条
例
案
に
つ
い
て
の
庁
議
開
催
は

い
つ
で
あ
る
か
の
答
弁
は
な
く
、
庁
議

で
の
議
論
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
説
明
や

手
続
き
が
不
十
分
で
あ
る
。

○
危
機
管
理
部
を
新
設
、
経
済
部
を
農

林
部
、
商
工
観
光
部
へ
と
す
る
こ
と
に

よ
り
部
長
を
２
人
増
や
す
だ
け
で
課
や

係
の
人
員
に
つ
い
て
ま
で
は
考
え
て
お

ら
ず
違
和
感
を
覚
え
る
。

○
な
ぜ
今
こ
の
組
織
改
革
が
必
要
な
の

か
。
急
い
で
組
織
改
正
す
る
根
拠
が
不

明
。

問答

　

令
和
６
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

市
長
よ
り
議
案
第
28
号
飯
山
市
手
数
料

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

先
議
の
申
し
出
が
あ
り
、
産
業
民
生
常

任
委
員
会
で
議
案
審
査
の
結
果
全
員
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産
業
民
生
常
任
委
員
会

答 問

　
２
月
５
日
、
飯
山
商
工
会
議
所
の
皆

さ
ん
と
産
業
民
生
常
任
委
員
会
委
員
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
・
宿

泊
・
ま
ち
づ
く
り
・
交
通
関
係
・
ス
キ
ー

場
活
性
化
を
中
心
に
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

飯
山
商
工
会
議
所
と
の

意
見
交
換
会

魚
津
市
議
会
を
訪
問

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
の
見
舞
い
に
２
月
29
日
、

渋
川
議
長
が
魚
津
市
議
会
を
訪
問
し
、

当
市
議
員
か
ら
の
お
見
舞
金
を
魚
津
市

議
会
久
保
田
議
長
、
八
倉
巻
副
議
長
に

お
渡
し
し
ま
し
た
。

■
発
言
の
取
り
消
し

　
高
橋
春
三
議
員
の
３
月
４
日
本
会
議

一
般
質
問
に
お
け
る
発
言
の
一
部
に
不

穏
当
な
発
言
が
あ
り
、
取
り
消
す
よ
う

に
議
長
か
ら
勧
告
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
議
長
に
お
い
て

取
り
消
し
を
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
11
号　
令
和
５
年
度
飯
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

議
案
第
１
号　
令
和
６
年
度
飯
山
市

一
般
会
計
予
算
（
修
正
可
決
）

議
案
第
21
号　
飯
山
市
組
織
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
原
案
否
決
）


